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２
月
７
日

　
「
２
月
７
日
」、
こ
の
日
付
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

る
の
か
、知
る
人
は
そ
う
多
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

当
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」。
先
の
大
戦
の
際
、
旧
ソ

連
の
侵
攻
に
伴
っ
て
占
拠
さ
れ
た
歯
舞
群
島
、
色
丹
、

国
後
、
択
捉
の
４
島
、
こ
れ
を
交
渉
に
よ
る
平
和
裏
な

手
続
き
に
よ
っ
て
取
り
戻
そ
う
と
い
う
返
還
運
動
の
試

金
石
と
す
る
べ
く
、
１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）
１
月

６
日
の
閣
議
了
解
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

そ
の
制
定
か
ら
38
年
が
経
過
し
た
２
０
１
９
年
の
現

在
、
未
だ
４
島
の
返
還
は
成
っ
て
い
な
い
が
、
直
近
で

は
島
の
返
還
を
含
め
た
日
ロ
間
の
平
和
条
約
締
結
の
可

能
性
が
俄
か
に
浮
上
し
始
め
て
い
る
。
た
だ
、
漏
れ
聞

く
と
こ
ろ
で
は
４
島
の
一
括
返
還
の
可
能
性
は
限
り
な

く
低
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
従
来
か
ら
日
本
側
が
採
っ
て

き
た
＂４
島
は
直
ち
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
日
本
固
有
の

領
土
で
あ
る＂
と
す
る
主
張
と
の
整
合
性
の
不
一
致
は

免
れ
ま
い
。

　

た
だ
翻
っ
て
、
そ
の
当
事
者
で
あ
る
日
本
国
民
の
側

が
、
北
方
領
土
の
問
題
に
関
し
て
そ
の
当
否
を
論
ず
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
知
識
を
有
し
て
い
る
の
か
と
い

え
ば
、
聊
か
寒
心
に
堪
え
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま

ず
、
今
後
予
想
さ
れ
る
北
方
領
土
問
題
を
含
め
た
日
ロ

間
の
交
渉
に
向
け
、
当
事
者
で
あ
る
日
本
国
民
と
し
て

了
解
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
、
北
方
領
土
に
関
す

る
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

北
方
領
土
地
勢
概
要

　

い
わ
ゆ
る
「
北
方
領
土
」
と
さ
れ
る
の
は
、
北
海
道

本
島
の
東
部
に
位
置
す
る
歯は

ぼ
ま
い舞

群
島
、
色し
こ
た
ん丹

島
、
国く
な
し
り後

島
、
択え

と
ろ
ふ捉
島
の
４
島
の
こ
と
を
指
す
。

　

歯
舞
群
島
は
、
北
海
道
根
室
半
島
の
納の

さ
っ
ぷ
み
さ
き

沙
布
岬
沖

合
３
・
７
㎞
か
ら
北
東
方
に
点
在
す
る
小
島
嶼
で
、

貝か
い
が
ら
じ
ま

殻
島
、
水す
い
し
ょ
う
と
う

晶
島
、
秋あ
き
ゆ
り
と
う

勇
留
島
、
勇ゆ
り
と
う

留
島
、
志し
ぼ
つ
と
う

発
島
、

多た
ら
く
と
う

楽
島
等
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
総
面
積
約

94
・
８
㎢
）。
ま
た
色
丹
島
（
総
面
積
約
２
４
８
・
９
㎢
）

は
、
歯
舞
群
島
の
北
東
方
22
㎞
に
位
置
す
る
島
で
あ

り
、
国
後
島
（
総
面
積
約
１
４
８
９
・
３
㎢
）
は
、
根

室
半
島
と
知
床
半
島
と
の
中
間
、
北
海
道
本
島
の
沖
合

16
㎞
の
地
点
か
ら
北
東
方
に
位
置
す
る
全
長
１
２
２
㎞

の
島
。
更
に
択
捉
島（
総
面
積
約
３
１
６
６
・
６
㎢
）は
、

国
後
島
の
北
東
方
22
・
５
㎞
に
位
置
す
る
全
長
２
０
４

㎞
の
島
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
４
島
に
対
し
て
、
先
人
た
ち
は

ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

北
方
領
土
前
史

　

江
戸
時
代
の
松
前
藩
の
記
録
「
新
羅
之
記
録
」
に
よ

れ
ば
、１
６
１
５
年（
元
和
元
年
）か
ら
１
６
２
１
年（
元

和
７
年
）
に
か
け
て
、
メ
ナ
シ
地
方
（
現
在
の
北
海
道

根
室
地
方
に
相
当
）
の
ア
イ
ヌ
人
が
１
０
０
隻
の
船
に

ラ
ッ
コ
の
毛
皮
な
ど
を
積
載
し
松
前
に
ま
で
来
航
、
交

易
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
松
前
藩
に

よ
る
幕
府
へ
の
上
申
書
（
１
７
１
５
年
（
正
徳
５
年
））

に
よ
る
と
、
同
藩
が
北
海
道
本
島
並
び
に
千
島
列
島
、

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
樺
太
に
至
る
ま
で
の
統
治
を
行
っ
て

い
る
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
更
に
１
６
４
４
年
（
政
保

元
年
）
に
松
前
藩
が
幕
府
に
提
出
し
た
地
図
に
は
「
ク

ナ
シ
リ
」「
エ
ト
ロ
ホ
」
な
ど
の
島
嶼
部
が
記
載
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
併
せ
る
と
、
当
時
既
に
４
島
に
対
す
る

松
前
藩
の
実
効
支
配
が
一
定
程
度
な
さ
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
時
代
が
下
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
南
下
政
策
が

推
進
さ
れ
る
中
で
、
４
島
を
含
む
北
海
道
周
辺
に
ロ
シ

ア
の
勢
力
が
及
び
始
め
る
。
当
時
の
幕
府
は
こ
の
動
き

に
対
し
、
蝦
夷
地
（
千
島
、
樺
太
を
含
む
）
を
直
轄
地

と
し
、
当
地
の
開
発
を
行
う
と
と
も
に
警
備
の
た
め
の

番
所
を
設
営
す
る
な
ど
実
効
支
配
を
強
化
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
幾
つ
か
の
紛
争
と
、
ロ
シ
ア
政
府
―
幕
府
間

の
交
渉
が
重
ね
ら
れ
、
下
田
（
静
岡
県
）
で
の
最
終
交

渉
を
経
て
１
８
５
５
年
２
月
７
日
に
は
「
日
本
国
魯
西

亜
国
通
商
条
約
」
が
調
印
。
両
国
の
国
境
が
択
捉
島
と

そ
の
北
東
に
位
置
す
る
得ウ

ル
ッ
プ撫

島
と
の
間
に
画
定
さ
れ
、

こ
こ
に
４
島
に
対
す
る
日
本
側
の
領
有
権
が
明
確
な
も

の
と
な
っ
た
（
こ
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
２
月
７

日
が
「
北
方
領
土
の
日
」
と
さ
れ
た
）。

北
方
領
土
問
題
の
始
ま
り

　

ロ
シ
ア
帝
国
と
の
条
約
に
よ
り
明
確
に
日
本
の
領
土

と
な
っ
た
４
島
は
し
か
し
、
そ
の
後
の
旧
ソ
連
に
よ
る

武
力
占
領
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
。

　

先
の
大
戦
の
末
期
、
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
４

月
５
日
、
ソ
連
（
当
時
）
の
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
佐
藤
駐

ソ
大
使
に
対
し
て
、
互
い
の
領
土
の
不
可
侵
な
ど
を
約

し
た「
日
ソ
中
立
条
約（
１
９
４
１
年
４
月
25
日
批
准
）」

の
不
延
長
を
通
告
。
更
に
同
年
８
月
８
日
に
は
モ
ロ
ト

フ
外
相
は
佐
藤
大
使
に
対
し
て
日
本
に
対
す
る
宣
戦
を

布
告
す
る
。
そ
し
て
９
日
に
は
、
前
記
条
約
が
未
だ
有

効
期
間
内
で
あ
っ
た
（
１
９
４
６
年
４
月
25
日
ま
で
有

効
で
あ
っ
た
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ァ
シ
レ
フ
ス
キ

将
軍
隷
下
の
ソ
連
極
東
軍
１
６
０
万
が
攻
撃
を
開
始

し
、
千
島
列
島
並
び
に
４
島
に
も
侵
攻
す
る
。

　

各
地
に
駐
屯
し
て
い
た
日
本
軍
は
こ
れ
ら
に
対
し
て

よ
く
対
抗
す
る
も
、
大
本
営
並
び
に
北
部
方
面
司
令
部

の
命
令
に
従
い
停
戦
。
し
か
し
、
相
手
方
で
あ
る
ソ
連
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